
 

令和６年度第１回 佐渡警察署協議会議事概要 
 

 

開催日時  令和６年６月26日（水）午後１時40分から午後３時00分まで 

開催場所  佐渡警察署 ３階 会議室 

出 席 者 

 

委      員
 

（定数10人）
 

 

金田会長  尾田委員  佃委員  中川委員  

本間委員  渡邉（晃）委員  渡辺（直）委員  

渡邉（正）委員   

             （会長以下50音順）
 

計８人 

警   察
 
鈴木署長     藤ノ木副署長 坂口警務課長 

大島生活安全課長 本間地域課長 南波刑事課長 

田邉交通課長   佐藤警備課長 東條会計課長 

計９人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年４月末（けいさつ相談取扱い状況、犯罪発生・検挙状況、特別法

犯検挙状況）及び５月末（交通事故発生状況）現在の管内の治安情勢について、資料に 

基づき説明があった。 

 

 前回の諮問事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止 

 (1) 地元ケーブルテレビ局の協力を得て、被害防止に関する情報発信の実施 

(2) 各種イベント会場や金融機関前における被害防止広報の実施 

 (3) 郵便局に対する注意喚起チラシの配布による被害防止広報の依頼 

(4) 被害を未然に防止した金融機関、コンビニエンスストア、家電量販店に対する

表彰の実施 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 交通安全講話等における交通法令遵守の呼びかけ 

   高齢運転者の交通ルール軽視が交通事故に直結することを呼びかけ 

 (2) 各種交通活動を通じた交通安全知識習得のための講習 

    高齢者、高齢者家族及び一般運転者対象の交通事故を起こさない、被害に遭わ

ないための交通安全知識習得を目的とした講習の実施 

 (3) 高齢者家庭に対する個別訪問による交通安全指導 

    交通安全指導に併せ、反射材の配布、直接貼付等の実施 



 (4) 関係機関と連携した指導・啓発活動 

  ア 小・中・高校生に対する交通安全教育 

  イ 企業のドライバーに対する交通安全講話 

  ウ 佐渡市、交通安全協会各支部等と連携した街頭指導等を通じた交通事故防止

啓発活動 

  エ あらゆる警察活動を通じた運転に危険を生じさせるおそれのある者の把握と

臨時適性検査による運転資格継続の可否判断 

などを実施した。 

   

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 「特殊詐欺被害防止」及び「ＳＮＳ型投資詐欺等被害防止」 

 (1) テレビ、ラジオ等の各種媒体を活用した多角的な情報発信 

(2) 関係機関・団体、ボランティアと協働した広報啓発活動 

 (3) 各種イベントや防犯講習等における広報啓発活動 

(4) 金融機関、コンビニエンスストア等における水際対策強化の働きかけ 

 (5) 被害を水際で防いだ金融機関やコンビニエンスストア等に対する表彰 

 

２ 高齢者の交通事故防止 

(1) 高齢加害者（運転者）対策の推進 

(2) 高齢被害者（歩行者）対策の推進 

 

答申 

 佐渡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）      

１ 諮問事項に対する意見等 

 (1) 若年層にも特殊詐欺被害に遭われた方はいるのか。  

○ 今年に入ってからは当署管内での発生はないが、県内外において、融資保証金

詐欺等による若年層被害に係る詐欺被害が発生している。 

 (2) ＳＮＳ型投資詐欺とはどのようなものなのか、良く分かっていない人も多いの

ではないか。一般住民にも分かりやすく、被害防止効果が期待できる広報等に努

めてもらいたい。 

  ○ あらゆる機会、媒体を通じて、実際の被害事例や住民の方からの相談等で把握

した事例等についても積極的な広報を行い、被害防止に努めていきたい。 

 (3) 著しい低速走行を行うなど、円滑な道路交通の障害となっている高齢運転者を

見かける。そうした運転者は事故を誘発する可能性もあると思うが、何か対策は

ないか。 



  ○ 最低速度規制がない場所では、低速走行を理由に取り締まることはできない。

ただし、そうした運転者を現認した際には、積極的な声掛け、免許証確認を実 

施し、問題となる運転行為の原因によっては、運転者本人、家族などに対して免

許証の自主返納も含めた働きかけを行っている。 

２ その他の意見等 

(1) 佐渡市内の各商工会に対し、複数の商店街から「駐車違反取締りが厳しい」と

の声が寄せられている。商工会としては、「駐車違反をしていれば、取締りを受

けても当たり前」との対応をしているが、警察からも各商店街に対し、駐車違反

をしない（させない）ように話をしてもらえないか。 

○ 繁華街等における違法駐車に関しては、住民からの取締り要望も多く、地域の

回覧板等を活用して、注意喚起、働きかけを行っているところであるが、今後、

配布範囲の拡大についても検討するなど、対策を講じていきたい。 

 (2) 最近、佐渡市内においても、電動キックボードが走行しているのを見かけるよ

うになった。電動キックボード利用者に対する、安全な走行に関する啓発活動を

お願いしたい。 

   ○ 電動キックボードについては、車体の大きさや構造などにより、免許証が必要

か否かや公道通行の可否などが異なる。新潟では無免許運転による検挙事例もあ

る。電動キックボードによる危険な走行などを見かけた際には警察に通報して頂

き、警察官の現認により、必要な措置を講じたい。 

 

速度等取締り指針の策定 

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があり、

了承した。 

 

 その他 

 

【警察署協議会の開催状況】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


